
🧢 令和５年度（第３学年対象） 
 

◇ 難関大学進学講演会（理型希望者） ６月 ９日（金）１６：００～１７：００ 

◇     〃    （文型希望者）  ６月１０日（土） １４：３０～１５：３０ 

                             （於 本校多目的室） 

◇ 学習方法講演会（全生徒対象）      ７月１４日（金）１０：５０～１１：５０（６０分） 

                              （於  本校第一体育館） 

＜講師＞  

吉田 直史 氏 （千葉工業大学入試広報部 特任入試アドバイザー） 

                （元 駿台予備学校 東日本高校営業部長、全国入試模試センター長） 

 

👆  ６月から７月にかけて、３年生は大切、かつたいへんな時期を迎えます。部活動の最後の大会、定

期考査、模擬試験と、まるで半年後に訪れる受験期の予行演習をしているような目まぐるしいスケジ

ュールを過ごさなければなりません。 

本校ではそんなタイミングで昨年度に引き続き、千葉工業大学の吉田 直史（よしだ なおし）さんに

ご来校いただき、受験に向けての心構えをご教示いただきました。第１回・第２回は文理別、希望者に

向けての「旧帝大」を中心とする難関大学進学に必要な具体的方策と心構えについて伺う講演会。そし

て第３回では全３年生に向けて、夏休みを迎えるに当たっての学習方法や受験に向かう姿勢などにつ

いて講演していただきました。 

 

長年受験指導に携わり、数多くの受験生をご覧にな

ってきた吉田さんの言葉には、何より鋭い分析力に裏

打ちされた説得力と重みがあって、生徒たちはわれ知

らず聞き入っていました。一方で軽妙でユーモア溢れ

る語り口で、聞き手の心を巧みにほぐしてくださり、

１時間があっという間に感じられたはずです。夏季休

業を迎える３年生にとって、たいへん貴重な時間とな

りました。 

 

現在、生徒たちは模擬試験の結果～志望校の合格可能性判定～に一喜一憂しがちな時ですが、吉田さ

んは次のように生徒たちを鼓舞してくださいました。 

 

「いいですか、現役生の場合、この時期の模試で〇判定の人が実は一番合格しているんです。だから

〇判定だからといって悲観する必要はありません。〇判定の〇は『△△△△あり』の〇なんです。逆

に危ないのが□判定の人。ここで気を抜くとこの後成績が下がります。つまり□判定の□は××××

の□というわけです…」 

 

営業妨害になってしまいますので伏字の箇所は明らかにはできませんが、生徒たちは９月・１０月と 



 いう現役生にとって一番辛い時期における取り組み方、考え方などについても貴重なお話を窺うこと 

ができ、今後に向けての貴重な指針をいただくことができたと思います。 

 

 ご多用の中、３回にわたりお越しくださった吉田さんに改めて御礼を申し上げます。 

ありがとうございました。 

 

 


